
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

明石和也　日名幹雄
牧尉太

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

来週の奉仕者
（１１月１日）

行司伝道師

牧唯恵伝道師
西嵜真由美
辻総一郎
澤口明子
楢村明子　　　　　　
眞砂永一
山本麻美
牧唯恵伝道師
秦泉寺朗子
富岡牧
藤原友規子
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　言葉は「矢」に似ています。一度放つと、途中でつかまえ
取り返すことはできません。
そして、そのまま進んでいき、誰にどんな風に突き刺さるか
は、百発百中の射手でもない限りヒトならわかりません。
また、言葉は両刃の「剣」でもあります。ある人には慰めに
なっても、ある人にとっては逆撫でされる。言葉に接した相
手やタイミングによっても違う。ヒトの発した言葉のどれも、
必ず、発言した本人の思いがそのまま、相手の心に届くとい
えるものはないのです。誰しもが過去に上述したことで悩み、
間違った判断をし、今日まで引きずってきたと思います。
10月 11 日の説教で「パウロが発言したことは必ず信じても
らえた」というセリフ。なぜ信じてもらえるのか。彼はイエ
ス様に出会い、変えられ、過去の自分の過ちと弱さを熟知し、
相手への慈愛的発言を備えた冷静な行動や態度がそうさせた
と理解しています。パウロ…。どんな雰囲気だったのだろう
か。圧倒されるオーラだったのだろうか。学びたい。
以下、神学者ニーバーの祈りとして知られる一文です。
―変えられるものは変えられる勇気を、変えられないものを
受け入れる冷静さを、そして変えられるものか変えられない
ものかを識別できる知恵を私に与えてください－
このたび「そなえ株式会社」を 10月から立ち上げました。
事業内容、会社設立、事業所の確保に至る１年間、様々なこ
とに落ち込み、「変えること」がうまくいかないと感じてい
ました。聖書は行った人と行わなかった人の伝記と聞きます
が、神様は本当にすごい。小さなことでも「行った人」であ
れば、時が来たら、考えられない事象が次から次へと起こる。
冷静とそなえをもって進むために、平安のための祈りが何よ
り大事であることを思わされています。

　詩篇50～ 56　水 53金 55

「祈りと備えからくる冷静な態度」
言葉は「矢」に似ています。一度放つと、途中でつかまえ
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早天祈祷会6：00~
ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ19：30~

キッズブレッシング

ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

早天祈祷会6：00~

県北祈祷会20：00~
早天祈祷会6：00~ 早天祈祷会6：00~

ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

　　西嵜孝之

村部竜輝

藤井サト

　

渡辺和香子

富岡美千男

　　

（ ２０２０年１０月１８日 ）
（要約者：永井匡史）

誕生者のお祝い
映画試写会

チャーチミーティング

黙示録　福澤師

19:00~ 特別夕拝

　今週も詩篇 (50 篇～ 56 篇 ) を読み進めていきましょう。53篇を読
んだときに、「あれ？前にも読んだなここ。」と思われたかもしれませ
ん。14篇がこことよく似ているのです。14篇が私的に作られたもの
で、後に公の場で使われるものとして書き改められたのが 53篇とさ
れています。小さな表現で異なる部分がありますが、ほぼ内容は同じ
です。しかし、5節は大きく違っています。より具体的、結果的な書
き方をされていて、「神はいない」と語る愚か者たちに対して何事か
が起きたようになっています。14篇は「ダビデによる」と書かれ、
53篇は「ダビデのマスキール」と書かれていますから、ダビデの個
人的な後日談を加えて再編したのでしょうか？いずれにしても、神は
意図的に神に心を閉ざす愚か者が、神の民を抑圧し、食い物にされて
いくこと、そして苦しめられその計画が踏みにじられていくことを許
さない。そのような個人的な神への信頼を詠んだものでした。実際
53篇は、ヨシャパテ王の時代、アモン人とモアブ人の同盟が壊滅さ
せられたこと（2歴代誌 20:22-24）、あるいは、エリシャの時代のエ
ピソードとして、アラムの軍隊が、神の超自然的なはからいで敗退さ
せられたこと（2列王 7:6，7）などを背景として書かれたとも言わ
れています。先人たちがこのような実際の経験をもって神様がどのよ
うなお方を教えてくれており、私達がどのように生きれば良いのかを
知る事ができます。53篇はパウロがローマ書で引用している箇所で
もあります。大切なのは、信仰は、願望ではない、ということです。
祈りで願われたことはやがて経験となる。祈りにおいては、実際に神
の力を味わうまでに至ることが大切です。53篇からはそのようなテー
マを受け取ることができます。今週の箇所を読みつつ確実に神の助け、
祝福を味わう人生へと変えられるよう決断していきましょう。

牧　一穂　牧師
牧唯恵伝道師

日名洋
泉水京子
西山秀平

　２日　曽我一裕
　　　　岡本絆
　 7 日　野上裕美子
　９日　河島弘子
１１日　石原奈々絵

　１１日　石坂美緒
    １２日　北殿雅一
　　　　　淺野省吾
　１４日　高橋未衣
　１６日　池田優香
　

１９日　横山栄子
１９日　岩崎優輝
２３日　佐々木結心郎
２５日　西嵜孝之
２６日　藤原柑奈

２７日　原田安祐美
２９日　明石和也
　　　　日名幹雄
　　　　牧尉太
３０日　渡辺和香子 　

10 月の誕生者
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牧尉太

聖餐礼拝

 最初にひとつの映像を観ていただきました。一人の女性が崖の
上で永遠と編み物をしている映像です。彼女は自分が編んでいる
編み物の重みで谷に落ちそうになりながらも、それを辞めること
が出来ず、自分の髪の毛を使ってでもそれを続けました。最後は
谷に落ちそうになりますが、髪の毛を切って助かります。彼女は
辞めようと決断しようとしますが、ハサミを見つけると、再びこ
れまでの習慣に従って歩もうとします。多くの人はこの女性のよ
うに無意味な目的のために生きています。だから自分の人生を振
り返った時に「自分は何のために生き、存在しているのか？」と
感じるのです。そこで多くの人が選ぶ人生は、いかにしてそれを
正当化しようか、という人生です。

前回、使徒２３章１１節まで学びました。
無実の罪で訴えられたパウロは、ユダヤ人の議会（サンヘドリン）
で裁判を受けます。しかし、そこでパウロは復活に対して意見の
異なるサドカイ人とパリサイ人の関係を利用して、衝突を起こさ
せ上手く切り抜けることに成功します。しかしその後、４０人以
上のユダヤ人たちが徒党を組み、パウロを暗殺しようとします。
自分が今までしてきたことを正当化するために、たとえ律法を犯
してでもそれをしようとする姿があらわれています。しかし、そ
の陰謀を知った千人隊長クラウデオ・ルシアがパウロを守り、総
督ペリクスのもとにパウロを送ります。そして、無事カイザリヤ
に着いたパウロは、ヘロデの官邸で守られることになります。
その五日後、大祭司アナニヤと数人の長老がテルトロという弁護
士と一緒に、パウロを訴えにやって来ます。すごい執念です。兵
士たちに守られ、夜じゅう歩いてたどり着いたその道のりを、パ
ウロ一人のためにやって来たのです。彼らも自分のしてきたこと
を正当化するために、大切にしていた律法を犯してまで、パウロ
を殺そうとしたのです。ペリクス総督もそんな生き方をしていま
した。彼の３番目の妻ドルシアは、王様であるヘロデ・アグリッ
パ２世の妹でした。元々、他の国の王様の妻として嫁いでいたド
ルシアを、ペリクスは奪って、自分の妻にしました。彼は結婚を
も利用して総督という立場を得ようとしたのです。彼は元々、ロー
マ皇帝クラウデオの母の奴隷だった人物です。そしてクラウデオ
帝の母の力によって彼は奴隷から解放され、その後昇進し、総督
にまでのぼりつめた最初の人物でした。だから、なんとか奴隷か
ら抜け出して、総督という立場を得ようとする執念が、彼を動か
していたのです。しかし２年後に彼は総督という立場を失ってし
まいます。意地でも何かを得ようとするとき、私たちはそれを失っ
てしまうのです。パウロを訴えるために、弁護士まで連れてやっ
て来たアナニヤたちですが、しかし元々パウロを訴えたのはアナ
ニヤではありませんでした。彼らは裁判をする立場にいた人たち
でした。ローマの法律では異議申し立てをしたものは、途中で告
発を取り下げてはならないという法律があります。しかし元々パ
ウロを告発した人たちは来ないで、裁く側のアナニヤたちがパウ
ロを訴えにやって来たのです。だからパウロは１９節～２１節で
私が訴えられる理由はここにはないと答えたのです。そこで総督
ペリクスは、パウロを訴えているものたちをよく知っている、千
人隊長が来てから裁判を再開しようと言い、裁判は延期されまし
た。

その数日後、ペリクスと妻ドルシアがイエスを信じる信仰につい
て話を聞きにやって来ました。しかしパウロが正義と節制とやが
て来る審判とを話したあと、ペリクスは恐れを感じ、「今は帰っ
てよい。おりを見て、また呼び出そう」と言いました。ここでパ
ウロは何を語ったのでしょうか。それはこれまでペリクスが行っ
てきた、結婚までをも利用して、自分の立場を守ろうとした、そ
の行為でした。その時、ペリクスも自分のやってきたことを「ま
ずい」と感じ恐れを抱きました。ここでペリクスは変わるチャン
スがありました。しかし、彼は話を濁し、パウロを帰らせました。
聞く耳をもてなかったのです。私たちは自らのしようとすること
を何とか達成するために、いろいろな理屈をあたかも正義のよう
にくっつけて、それを続けてしまう愚かさがあります。
神様は私たちを創造されたときの姿に戻そうとしています。しか
し変わろうとするとき、私たちは変われない自分の弱さを感じ、
落ち込み、傷つけられ、変わろうとすることさえあきらめてしま
うのです。しかし聖書は、変われないことの愚かさをあなたに伝
えたいのではありません。神様は決してあなたを責めてはいませ
ん。神様はあなたが「まずい」と感じた時に心を頑なにしてはい
けないと語っているのです。

裁判が延期されたパウロですが２年後に再びユダヤ人達から訴
えられました。その頃ペリクスは解任され、新しくフェストと
いう人物が総督に就任していました。彼はパウロに対して、ユ
ダヤの法律で裁くことができず、無罪にするしかありませんで
した。しかしそれではユダヤ人達から反発され、植民地である
カイザリヤを治めることができなくなるかもしれないという、
難しい立場に立っていました。そんな時、ちょうどそこに、そ
の地域の王であるアグリッパが訪問してきました。そこでフェ
ストはアグリッパに助けを求めました。こうして、パウロはア
グリッパ王の前で弁明する機会を与えられました。そしてパウ
ロは神様によって造りかえられた証を語ります。するとフェス
トは、パウロに対して「気が狂っている」と言いました。そし
てさらに大胆に語るパウロはアグリッパに「あなたは預言者を
信じておられますか。もちろん信じておられると思います」と
語りました。大祭司を任命していたアグリッパにとってこの質
問はとても厳しいものでした。そしてアグリッパは「あなたは、
わずかなことばで、私をキリスト者にしようとしている」と言っ
たのです。そして最後に彼らはその場を立ち去りました。

今日の箇所には聞きにくいことを聞く耳がなかった人達が出て
きます。総督だったフェストやペリクス。彼らは自分の立場を
得るために、心を動かされそうになりながらもそれを拒否しま
した。パウロを訴えたユダヤ人達も、法律を破ってまで嘘の証
言をして、パウロを殺そうとしました。そして今度は自分の立
場を守ろうとした大祭司が、彼らに代わってパウロを訴えまし
た。私たちは聞きにくいことから耳を背ける人生をやめなけれ
ばなりません。神様は岩にも叫ばせて、私たちに伝えようとし
ています。だから私たちは人からかけられる言葉を受け止めて
いかなければなりません。人の言葉を自分の都合で用いてはい
ないでしょうか。ましてや自分の正しさを証明するために神を
も用いてはいないでしょうかもし私たちが正しければ、どんな
欺きも、中傷も私たちに影響を与えることはありません。パウ
ロはどんな異議申し立てを受けても影響を受けず、冷静に対応
しました。しかし正しくなければ、感情的になり、もしくは感
情を押し殺し、神様の言葉を受け入れようとしないのです。だ
からこそ私達は正しく決断して行動することが大切です。

今日の箇所に出てきた人物の中に誰一人として心を素直にした
人はいませんでした。みんな自分の立場や地位を守るために必
死になって自分を守りました。しかし百人隊長や千人隊長は少
し違いました。この後百人隊長に預けられたパウロはローマに
向かいます。その旅路で百人隊長はパウロの言葉に段々と聞き
従っていきます。そしてローマに向かう途中、嵐に遭い船が難
破しますが、パウロの言葉によって助かります。しかし逆にヘ
ロデ王の世代はここで終わります。そしてフェスト総督もこの
場所から追われていきます。聖書はいつも「聞く耳のある者は
聞きなさい。うなじをこわくしてはならない」と語っています。
私たちは心を頑なにしてはいけないのです。

神様は私たちに与えられた計画をどんな方法を用いても守られ
ます。パウロは神の大きな摂理のなかで守られ、どんな妨害に
あっても、この後ローマに向かいます。パウロの生き方は暗闇
から光へと導かれる生き方でした。私たちの人生の暗闇が多け
れば多いほど、神様はそれを光に変えてくださいます。当時の
パウロはクリスチャンを迫害していました。彼は目を失い、見
えなくなって暗闇の中にいたのです。しかしダマスコの途上で
光に照らされ、彼は変えられました。失敗者だったパウロは、
今日私たちのリーダーになりました。人を変えようとするので
はなく、自らが光を選ぶとき、その人の過去の失敗は全て益と
なると聖書は約束しています。人生の決断とは、私たちが光を
選ぶということです。私たちが何かを示されたとき、誰かによっ
て何かを語られたとき、光の決断をしてください。
もし私たちが闇の中で、光を選ぶ決断をするなら、私たちの人
生は必ず光に変えられます。
今日、心を頑なにせずに神様の前に光を選ぶ決断をしていきま
しょう。

「聞く耳のないものと、とげのついた棒を蹴る人生」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使徒23：12～ 26：32

　　　

神の計画からなる人生の決断！暗闇から光聞く耳のないもの

使徒23：12～24：23

アグリッパの前でのパウロの弁明

心のかたくなとの闘い

聞きにくいことを聞く耳

セル祈祷会

原田安祐美

秋山周平　三村洋子

堀川智壽

松崎智裕　牧征實

藤原柑奈

牧一穂

日名良太


